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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｓ
・
Ａ
・
Ｐ
　
～
　
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
 

ａ
ｎ
ｄ
 

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
３
０
６
Ｅ

【
作
者
名
】

　
神
威
メ
ル
ブ
ラ
勢

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
能
を
隠
し
生
き
る
少
年
、
そ
の
前
に
組
織
の
人
間
を
名
乗
る
美
少
女
が
現

れ
る
・
・
・
。
暗
い
過
去
を
持
ち
な
が
ら
生
き
る
少
年
と
光
の
組
織
に
所
属
す

る
美
少
女
。
そ
の
２
人
が
出
会
い
そ
し
て
大
き
な
運
命
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
く
・
・
・
、
そ
ん
な
お
話
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

プ
ロ
ロ
ー
グ

「
死
ね
ぇ
！
！
！
」

ズ
ッ
ガ
ー
ン
！
！
！
！
！

「
ガ
ハ
ッ
！
！
」

ま
た
一
人
そ
の
冷
た
い
倉
庫
の
床
を
舐
め
る
事
と
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
１
人
の
少
年
と
２
０
人
あ
ま
り
の
男
達
が
対
峙
し
，
そ
の
横
に
は
肉

の
塊
が
山
と
な
っ
て
い
た
・
・
・
。

少
年
の
顔
に
は
微
笑
が
，
男
達
の
顔
に
は
恐
怖
が
そ
れ
ぞ
れ
張
り
付
い
て
い
た
。

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
，
そ
の
程
度
か
・
・
・
。
そ
の
力
で
デ
ビ
ル
を
名
乗
る
な
ど
片

腹
痛
い
！
！
」

少
年
は
嘲
笑
す
る
か
の
よ
う
に
言
い
放
っ
た
。

「
弱
き
も
の
に
生
き
る
価
値
な
ど
，
な
い
！
こ
の
オ
レ
が
吹
き
飛
ば
し
て
や
ろ

う
」

炎
よ
，
そ
の
神
聖
な
る
力
を
も
っ
て
彼
の
者
た
ち
に
永
遠
な
る
安
眠
を
！

Ｅ
ｒ
ｕ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
！
（
爆
破
）

ズ
ッ
ッ
ッ
ガ
ー
ン
！
！
！
！
！
！
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グ
オ
ッ
ッ
ッ
！
！
！

炎
が
荒
れ
狂
い
男
達
を
飲
み
込
ん
だ
。

炎
が
お
さ
ま
る
頃
，
男
達
の
姿
は
何
処
に
も
な
か
っ
た
・
・
・
。

「
フ
ン
ッ
！
蒸
発
し
，
こ
の
星
の
一
部
と
な
れ
た
ん
だ
，
あ
り
が
た
く
思
え
」

少
年
は
，
そ
う
つ
ぶ
や
く
と
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。

そ
れ
か
ら
２
年
た
っ
た
現
在
・
・
・
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第
１
話
　
『
新
し
い
生
活
と
・
・
・
』

第
１
話
　
『
　
新
し
い
生
活
と
・
・
・
　
』

　ジ
リ
リ
リ
リ
リ
ッ
！

「
う
～
ん
・
・
・
う
る
さ
い
な
ぁ
。
」

け
た
た
ま
し
い
電
子
音
と
と
も
に
，
一
人
の
少
年
の
気
の
抜
け
た
声
が
部
屋
に

響
い
た
。

「
う
る
さ
い
っ
て
言
っ
て
る
だ
ろ
！
！
」

そ
う
少
年
が
言
っ
た
瞬
間
，
電
子
音
と
い
う
騒
音
を
撒
き
散
ら
し
た
時
計
（
俗

に
言
う
目
覚
ま
し
時
計
）
が
炎
に
包
ま
れ
た
。

「
あ
っ
，
ま
た
や
っ
ち
ま
っ
た
・
・
・
」

少
年
は
心
底
困
っ
た
よ
う
な
声
を
上
げ
た
。
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「
こ
い
つ
が
ね
え
と
起
き
ら
れ
な
い
の
に
・
・
・
。
」

ち
な
み
に
こ
れ
で
５
台
目
で
あ
る
。

ど
う
で
も
い
い
が
，
炎
の
横
で
独
り
言
を
言
う
少
年
の
姿
は
ど
こ
か
滑
稽
で
あ

っ
た
。

「
あ
っ
，
自
己
紹
介
が
遅
れ
た
な
，
オ
レ
の
名
前
は
　
筧
　
総
牙
，
私
立
白
風

学
園
の
１
年
だ
。
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
オ
レ
に
は
他
人
に
は
な
い
力
が
あ

る
。
オ
レ
は
そ
の
力
を
『
想
力
』
と
名
づ
け
た
。

こ
の
力
は
自
分
の
想
像
し
た
こ
と
を
実
際
に
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
。

さ
っ
き
の
炎
も
そ
の
せ
い
っ
て
わ
け
。
こ
の
力
の
せ
い
で
過
去
に
は
色
々
あ
っ

た
・
・
・
。
」

ま
た
ま
た
ど
う
で
も
い
い
が
今
日
は
９
月
１
日
，
す
な
わ
ち
２
学
期
初
日
で
あ

る
。

「
っ
て
，
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
遅
刻
だ
！
！
翔
魔
，
堕
魔
，
行
く
ぞ
！
！
」

そ
う
少
年
が
叫
ぶ
と
，
な
ん
と
双
剣
は
総
牙
の
影
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。

こ
れ
も
総
牙
の
能
力
の
ひ
と
つ
，
『
暗
納
』
と
い
う
技
で
自
分
の
影
に
小
規
模

な
異
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
っ
て
も
便
利
（
笑
）
な
技
な
の
だ
。

ま
た
，
翔
魔
と
堕
魔
と
は
代
々
双
牙
双
剣
流
正
統
後
継
者
に
継
が
れ
る
祐
所
正

し
き
双
剣
で
あ
る
。

原
理
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
自
我
を
持
ち
，
言
語
を
操
る
。
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「
お
っ
と
，
め
が
ね
忘
れ
た
。
根
暗
を
演
じ
る
な
ら
こ
れ
が
な
い
と
ね
。
」

良
く
分
か
ら
な
い
言
葉
を
残
し
な
が
ら
総
牙
は
玄
関
へ
と
消
え
て
い
っ
た
の
で

あ
っ
た
・
・
・
。

場
所
は
変
わ
っ
て
白
風
学
園
，
１
年
Ｓ
組

「
よ
っ
！
」

教
室
の
片
隅
に
あ
る
自
分
の
机
に
カ
バ
ン
を
置
い
た
と
き
，
聞
き
覚
え
の
あ
る

声
が
聞
え
た
。

「
・
・
・
な
ん
だ
，
文
哉
か
。
」

「
な
ん
だ
と
は
何
だ
！
せ
っ
か
く
挨
拶
し
た
っ
て
の
に
。
」

「
あ
れ
を
挨
拶
と
い
う
の
は
お
前
ぐ
ら
い
だ
・
・
・
。
」

い
き
な
り
話
し
か
け
て
き
た
こ
の
男
，
名
を
　
『
宮
本
　
文
哉
』
と
い
う
。

な
ん
と
あ
の
宮
本
武
蔵
の
末
裔
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

「
毎
回
思
う
ん
だ
が
，
そ
の
め
が
ね
伊
達
か
？
」

「
あ
あ
，
だ
っ
た
ら
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

「
い
や
～
，
超
が
つ
く
ほ
ど
ダ
サ
い
ぞ
・
・
・
。
」

「
分
か
っ
て
い
る
さ
，
で
も
め
が
ね
っ
て
根
暗
の
象
徴
っ
て
感
じ
が
し
な
い
か
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？
」

そ
れ
は
な
い
，
か
な
り
の
偏
見
で
あ
る
。

「
ま
ぁ
，
わ
か
ら
ん
で
は
な
い
が
・
・
・
。
せ
っ
か
く
な
か
な
か
良
い
顔
し
て

る
ん
だ
か
ら
さ
，
コ
ン
タ
ク
ト
に
し
た
ら
良
い
の
に
・
・
・
。
」

「
ふ
ん
っ
，
白
風
の
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
と
ま
で
言
わ
れ
た
お
前
に
言
わ
れ
る
と
は
光

栄
だ
ね
。
」

そ
う
，
こ
の
文
哉
と
言
う
男
，
顔
は
超
Ｓ
級
の
美
形
で
し
か
も
剣
道
部
の
副
将

を
や
っ
て
い
る
。

密
か
に
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ま
で
あ
る
と
か
・
・
・
。

「
ま
ぁ
，
あ
の
力
を
隠
す
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
・
・
・
。
」

「
ふ
ん
っ
，
分
か
っ
て
い
る
な
ら
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

「
悪
い
，
悪
い
」

っ
と
そ
こ
に

「
「
「
文
哉
君
～
！
そ
ん
な
根
暗
ほ
っ
と
い
て
こ
っ
ち
で
遊
び
ま
し
ょ
う
よ
～

！
」
」
」

見
る
と
ク
ラ
ス
の
女
子
の
ほ
ぼ
全
員
が
集
ま
っ
て
い
た
。
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「
・
・
・
」

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
，
も
て
る
っ
て
辛
い
ね
ぇ
。
」

「
黙
れ
・
・
・
。
」

「
さ
っ
さ
と
い
っ
て
き
な
よ
，
文
哉
ク
ン
？
」

「
・
・
・
分
か
っ
た
よ
！
じ
ゃ
あ
な
。
」

そ
う
言
い
捨
て
る
と
文
哉
は
教
室
の
外
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。

「
悪
い
な
文
哉
，
オ
レ
は
表
舞
台
に
立
た
な
い
と
決
め
た
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

そ
う
言
う
総
牙
の
声
は
わ
ず
か
に
震
え
て
い
た
・
・
・
。
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第
２
話
　
『
天
然
少
女
と
水
』

第
２
話
　
『
　
天
然
少
女
と
水
　
』

　ザ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！

午
後
４
時
半
，
俗
に
言
う
下
校
時
間
で
あ
る
。

総
牙
は
立
ち
尽
く
し
て
い
た
・
・
・
。

「
く
そ
っ
！
カ
サ
を
忘
れ
る
と
は
・
・
・
。
」

し
か
し
，
助
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
い
な
い
，
学
校
で
の
根
暗
な
性
格
を
演
じ

て
い
る
効
果
が
大
き
い
の
だ
ろ
う
・
・
・
。

残
る
方
法
は
２
つ
，
濡
れ
て
帰
る
か
，
カ
サ
を
買
う
か
，
だ
。

「
し
か
た
が
な
い
，
濡
れ
な
が
ら
帰
る
か
・
・
・
。
」

・・・「
っ
く
，
買
う
べ
き
だ
っ
た
か
・
・
・
。
」

雨
脚
は
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
勢
い
を
増
し
，
総
牙
へ
猛
威
を
振
る
う
の
で
あ
っ
た
・
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・
・
。

「
・
・
・
お
か
し
い
，
こ
の
雨
，
僅
か
だ
が
魔
力
が
感
じ
ら
れ
る
・
・
・
。
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
で
あ
る
，

ズ
ッ
ガ
ー
ン
！
！
！

町
の
外
れ
に
あ
る
丘
の
上
で
大
き
な
爆
発
が
お
こ
っ
た
。

「
！
！
！
！
！
」

（
こ
れ
は
っ
，
魔
力
！
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
・
・
・
。
）

そ
の
時
，
２
つ
の
影
が
丘
か
ら
１
つ
の
空
き
家
へ
と
飛
び
入
る
の
が
見
て
取
れ

た
。

と
は
い
っ
て
も
，
並
の
人
間
に
は
風
が
通
っ
た
ぐ
ら
い
に
し
か
感
じ
な
い
が
。

「
い
っ
た
い
こ
の
町
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
・
・
・
。
」

（
ま
ぁ
，
俺
に
は
関
係
な
い
，
さ
っ
さ
と
帰
る
か
・
・
・
。
）

言
葉
と
は
裏
腹
に
彼
の
中
で
は
も
う
既
に
興
味
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

（
（
（
（
お
い
っ
！
こ
の
魔
力
，
あ
の
時
と
似
て
い
る
ぞ
！
！
！
）
）
）
）

翔
魔
と
堕
魔
に
言
わ
れ
，
心
臓
を
鷲
づ
か
み
に
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
た
。

（
あ
い
つ
ら
が
復
活
し
た
・
・
・
？
い
や
っ
，
そ
ん
な
は
ず
が
な
い
！
あ
い
つ

ら
は
オ
レ
が
こ
の
手
で
・
・
・
。
）

「
兎
に
角
，
見
に
行
っ
て
見
る
か
・
・
・
。
」

総
牙
は
影
が
入
っ
て
い
っ
た
空
き
家
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。
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中
で
は
，
大
柄
な
男
と
自
分
と
同
い
年
ぐ
ら
い
の
可
憐
な
る
美
少
女
が
対
峙
し

て
い
た
・
・
・
。

し
か
し
，
双
方
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

大
柄
な
男
は
下
劣
な
嘲
笑
を
浮
か
べ
，
少
女
は
，
恐
怖
と
愕
然
が
見
て
取
れ
た
。

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
，
先
程
の
爆
発
に
は
ち
と
驚
い
た
が
，
詰
め
が
甘
い
わ
！
」

「
っ
く
・
・
・
。
貴
様
っ
！
！
！
」

ど
ち
ら
が
優
勢
か
は
も
う
言
わ
ず
と
も
分
か
る
だ
ろ
う
・
・
・
。

（
近
づ
い
て
分
か
っ
た
が
，
こ
の
魔
力
，
微
妙
に
違
う
・
・
・
，
い
や
，
武
器

自
体
が
発
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
，
奴
ら
が
作
っ
た
聖
武
器
か
・
・
・
。
）

一
通
り
状
況
を
把
握
し
た
総
牙
だ
っ
た
が
，
当
然
疑
問
が
沸
く
。

（
奴
ら
は
オ
レ
が
潰
し
た
は
ず
だ
・
・
・
。
何
故
あ
の
武
器
が
残
っ
て
い
る
・
・

・
？
）

総
牙
の
中
で
は
疑
問
が
沸
い
て
は
消
え
，
沸
い
て
は
消
え
し
て
い
た
・
・
・
。

そ
の
頃
，
２
人
は
・
・
・

「
貴
方
，
何
者
よ
・
・
・
。
こ
の
雨
と
い
い
，
そ
の
力
と
い
い
一
団
員
で
は
な

い
で
し
ょ
う
・
・
・
。
」

少
女
は
疲
労
困
憊
し
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
，
あ
あ
，
確
か
に
私
は
『
ｓ
ｉ
ｃ
ｋ
ｌ
ｅ
』
の
幹
部
で
あ
る
。

四
天
王
の
操
水
と
い
え
ば
有
名
だ
と
思
う
が
？
」
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『
ｓ
ｉ
ｃ
ｋ
ｌ
ｅ
』
の
四
天
王
と
は
組
織
内
で
１
番
上
に
位
置
す
る
位
で
，
全

員
で
４
人
し
か
い
な
い
大
幹
部
で
あ
る
・
・
・
。

「
！
！
！
」

（
何
で
す
っ
て
・
・
・
。
よ
り
に
よ
っ
て
あ
の
四
天
王
だ
っ
た
な
ん
て
・
・
・
。

・
・
・
勝
て
な
い
・
・
・
わ
ね
・
・
・
。
）

少
女
は
初
め
て
死
を
覚
悟
し
た
・
・
・
。

（
（
（
（
お
い
っ
，
総
牙
や
ば
い
ぞ
！
）
）
）
）

「
・
・
・
ど
う
し
た
？
」

総
牙
は
思
考
を
中
断
さ
せ
ら
れ
た
所
為
か
，
怒
気
を
は
ら
ん
だ
様
子
で
答
え
た
・

・
・
。

（
（
（
（
見
ろ
！
！
！
）
）
）
）

そ
こ
に
は
今
に
も
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
少
女
と
相
変
わ
ら
ず
下
劣
な
笑

い
の
男
が
見
て
取
れ
た
・
・
・
。

「
フ
ン
ッ
，
オ
レ
に
ど
う
し
ろ
と
い
う
ん
だ
？
オ
レ
に
は
関
係
な
い
・
・
・
。
」

そ
う
言
っ
た
瞬
間
，
総
牙
の
脳
裏
に
い
つ
か
の
光
景
が
蘇
っ
て
き
た
。
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「
ソ
ウ
ガ
・
・
・
。
シ
・
・
・
ネ
・
・
・
。
」

「
ウ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
」

キ
ィ
ー
ー
ン
，

ズ
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
ー
ン
！
！
！

総
牙
が
絶
叫
し
た
直
後
，
一
筋
の
光
の
刃
が
そ
の
空
き
家
を
直
撃
し
た
。

「
な
に
っ
！
雷
だ
と
！
」

男
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
総
牙
を
見
た
。

「
貴
様
！
何
処
に
い
た
？
！
！
そ
し
て
何
を
し
た
！
！
！
」

「
キ
・
エ
・
ロ
・
・
・
。
サ
・
モ
・
ナ
・
ク
・
バ
・
・
・
。
」

総
牙
は
お
お
よ
そ
人
と
は
思
え
な
い
声
で
，
搾
り
出
す
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
・
・

・
。

「
え
ぇ
い
，
黙
れ
！
オ
レ
を
誰
だ
と
思
っ
て
い
る
！
」

ど
う
で
も
い
い
が
こ
の
時
，
少
女
は
あ
ま
り
の
展
開
に
言
葉
を
発
せ
ず
に
い
た
・

・
・
。
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「
食
ら
う
が
い
い
！
い
く
ぞ
我
が
秘
技
！
『
操
水
陣
』
！
」

そ
う
男
が
叫
ん
だ
瞬
間
，
降
り
注
い
で
い
た
雨
が
一
斉
に
総
牙
へ
と
襲
い
掛
か

っ
た
。

「
フ
・
ン
。
ヌ
ル
イ
，
ヌ
ル
イ
ゾ
・
・
・
。
」

総
牙
が
手
を
か
ざ
し
た
瞬
間
，
水
の
塊
が
一
瞬
に
し
て
弾
け
飛
ん
だ
・
・
・
。

「
コ
ノ
テ
イ
ド
デ
四
天
王
ヲ
ナ
ノ
ル
ト
ハ
，
笑
止
！
」

地
獄
か
ら
の
響
き
の
よ
う
な
声
で
総
牙
は
つ
ぶ
や
い
た
・
・
・
。

「
ヨ
ワ
キ
モ
ノ
ニ
，
イ
キ
ル
カ
チ
ナ
シ
・
・
・
。
キ
・
エ
・
ロ
！
」

地
獄
か
ら
響
く
力
よ
！
い
に
し
え
の
契
約
に
従
い
，
彼
の
者
に
永
遠
な
る
暗
闇

を
・
・
・
。

Ｅ
ｘ
ｔ
ｉ
ｎ
ｃ
ｔ
！
（
消
滅
）

グ
ワ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
！
！

ど
す
黒
い
球
体
が
総
牙
の
目
の
前
に
出
現
し
，
空
き
家
の
壁
を
飲
み
込
ん
で
い

っ
た
・
・
・
。

そ
の
ま
ま
球
体
は
男
へ
向
か
っ
て
飛
翔
す
る
。
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「
ぐ
ふ
っ
！
」

球
体
は
男
の
左
腕
を
消
滅
さ
せ
遠
い
彼
方
へ
と
消
え
て
い
っ
た
・
・
・
。

「
っ
く
，
貴
様
・
・
・
。
・
・
・
こ
の
恨
み
，
忘
れ
ん
ぞ
！
！
！
」

そ
う
男
は
言
い
捨
て
る
と
雨
が
一
際
強
く
降
っ
た
。

収
ま
る
頃
に
は
，
も
う
操
水
の
姿
は
無
か
っ
た
・
・
・
。

「
ち
っ
，
逃
が
し
た
か
・
・
・
。
」

（
（
（
（
総
牙
，
や
り
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
？
こ
れ
で
は
見
つ
か
る
の
も
時
間
の

問
題
だ
・
・
・
。
）
）
）
）

「
分
か
っ
て
る
っ
て
，
で
も
あ
の
時
の
光
景
と
ダ
ブ
っ
ち
ま
っ
て
さ
・
・
・
。
」

（
（
（
（
・
・
・
そ
う
か
。
ま
だ
吹
っ
切
れ
て
な
い
の
か
・
・
・
。
）
）
）
）

「
・
・
・
ほ
っ
と
け
。
・
・
・
そ
う
い
え
ば
あ
の
女
は
大
丈
夫
か
？
」
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総
牙
は
気
絶
し
て
倒
れ
て
い
る
少
女
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
お
い
っ
！
起
き
ろ
！
，
人
が
来
る
ぞ
。
人
が
来
る
と
色
々
と
厄
介
な
ん
だ
よ

！
」

そ
う
い
う
総
牙
だ
っ
た
が
，
少
女
は
起
き
る
気
配
が
な
か
っ
た
・
・
・
。

（
（
（
（
総
牙
，
人
が
来
る
ぞ
，
早
く
し
ろ
！
！
！
）
）
）
）

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
起
き
な
い
ん
だ
よ
！
！
！
」

（
（
（
（
・
・
・
仕
方
な
い
，
つ
れ
て
帰
れ
。
）
）
）
）

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
！
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
か
！
」

（
（
（
（
な
ら
こ
の
ま
ま
人
に
見
つ
か
る
か
？
そ
ん
な
こ
と
で
き
ん
だ
ろ
う
。
）

）
）
）

「
っ
く
，
人
騒
が
せ
な
奴
だ
な
・
・
・
。
」

そ
う
い
う
と
，
少
女
を
抱
え
な
が
ら
帰
路
に
立
つ
の
で
あ
っ
た
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

S・A・P　～　Spirit and Power　～
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